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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：日本の宝を紹介した李相日監督
お名前：阿部剛　2連合　福島県いわき支部


※今回のが修正版です。先のものは破棄してください。

【会員及び一般部門　エッセイ】

2026　6
今年の正月、映画『国宝』を妻と観に行ってきました。日本固有の芸術である歌舞
伎をテーマにした映像美の連続に酔いしれてしまいました。
米国アカデミー賞の一部門へノミネートされただけあって、感動至極。涙が頬を伝
うこと数度。しゃくり上げるのを必死で堪えながらのあっという間の3時間でした
。
この『国宝』、映像の美しさや繰り広げられる人間の心模様はさることながら、日
本の伝統文化や忘れ掛けていた忠義とか人情なるものを新鮮な形で教えてくれまし
た。
なんとこの映画の監督は新潟生まれ横浜育ちの在日朝鮮人三世　李相日（リサンイ
ル）さんなのです。
この監督を始めて知ったのは2006年に封切られた『フラガール』でありました。
映画『フラガール』は福島県いわき市にあった常磐炭鉱がその舞台。良質な石炭が
取れなくなり
閉山に追い込まれていく中で、家族の生活を守るために若い女性たちが石炭にまみ
れる仕事から温泉施設の出し物のフラダンスへ180度生き方を転換する青春群像を
ユーモアを交えて描いておりました。
実は私はこの町で生まれ育ちました。今年で60年になるこの温泉施設　常磐ハワイ
アンセンター（現スパリゾートハワイアンズ）の踊り子さんたちが誕生するのを子
供の時にリアルタイムで見ていたのです。
常磐炭鉱は1939年から1945年の第二次世界大戦における急激な燃料供給に対応す
るために約6万人が石炭採掘に従事し、その内の2万人は朝鮮半島出身の20歳、30歳
代の青年たちでした。
この方たちは自らの意思で彼（か）の地へ来たのか国家による徴用だったのかとい
う詳しい説明は両者複数の意見があるのでここでは省略しますが、とは言え朝鮮人
は主に危険度の高い切羽（せっぱ）と呼ばれる採掘現場に割り振られて落盤事故や
ガス中毒で命を落とす人が少なくありませんでした。
いわき市の図書館にある常磐炭鉱に関する歴史本の中の「日本人管理人の仕事」の
項目には次のように記されてあります。
「朝鮮人がどんなに具合が悪くても仕事を休ませてはいかん。寮長は暴力を振るわ
なければ務まらない」と。
終戦までに朝鮮人若者ら約300人は故郷で待つ家族に会えぬままボタ山の露となっ
たのです。さらに戦後生き延びた人たちの多くが塵肺や珪肺の病に侵されて50歳を
待たずに亡くなっていきました。
その時から20年が過ぎ、温泉施設の目玉として始まったフラガールと呼ばれる踊子
たちには朝鮮半島出身の在日子女が複数人含まれており、彼女たちは粗末な炭鉱長
屋（ながや）に居を構えて日本人も朝鮮人もごちゃ混ぜになって冠婚葬祭をこなし
、温泉の銭湯も一緒に楽しんだそうです。
劇中の女優　蒼井優さん、山崎静代さんのモデルはその二世だったかもしれません

。
そして斜陽と化した町の復興に日本人と在日の彼女たちはスクラムを組んで立ち上
がったのでありました。
李相日監督はこの映画の中で貧しさや差別を表現しておりましたが、悲壮感なく常
に前向きに描き続けており映画の最終章には未来への希望を詠っておりました。
朝鮮人としての炭鉱労働者が自分の意志で日本に来たかそうでないかの論争は横に
おいて、李監督はこの映画を通して日本語がままならず不安だらけで海を渡って来
られて、無念にも客死された方たちへ捧げる宗教的供養の意味を込めて作ったので
はないかと私は感じています。
まだまだ在日に対する偏見や差別はあります。
日常のテレビを見ていては気付きませんがSNSで「在日」というフレーズを入れた
だけで差別用語のオンパレード状態。
しかし朝鮮にルーツを持つ李監督は忘れかけていた日本の古き良き文化伝統や隣組
（となりぐみ）などの人情味あふれる古くからの習慣を映画という媒体を通して現
代に蘇らせてくれました。
昔、国鉄のCMで「Ｄｉｓｃｏｖｅｒ　Japan」なるものがありました。日本再発見とで
も訳したら良いでしょうか。監督はそのCMのフレーズのごとくに日本人が作り上
げてきた歴史的宝物を日本人に代わって世界中に紹介してくれたわけであり、私に
とっては敬意と感謝の言葉しかありません。
個々人同士や国家間で悪いところを挙げ連ねればきりがないもの。お互い美しいと
ころに視点をシフトしたいものです。

image1.png




